
■一般会計予算・歳入・構成比 
区　　　　分 当初予算額 構成比（％） 増減率（％） 

市 税  
地 方 譲 与 税  
利 子 割 交 付 金  
地方消費税交付金 
自動車取得税交付金 
地方特例交付金  
地 方 交 付 税  
分担金及び負担金 
使用料及び手数料 
国 庫 支 出 金  
県 支 出 金  
財 産 収 入  
繰 入 金  
諸 収 入  
市 債  
そ の 他  

歳 入 合 計  

137億2,141万円 
3億8,800万円 
1億5,000万円 
10億2,300万円 
2億600万円 
1億5,100万円 

68億円 
6億7,455万円 
9億2,706万円 
33億7,360万円 
21億7,075万円 
2億5,178万円 
10億4,658万円 
14億1,755万円 
39億9,770万円 
2億102万円 

365億円 

37.6 
1.1 
0.4 
2.8 
0.6 
0.4 
18.6 
1.8 
2.5 
9.2 
5.9 
0.7 
2.9 
3.9 
11.0 
0.6 

100.0

1.7 
0.0 

105.5 
▲2.3 
▲11.0 
8.3 

▲0.4 
▲8.2 
▲1.0 
▲0.3 
6.7 
68.1 

▲38.7 
42.7 
2.7 
19.1 

0.8

■特別会計・水道事業会計の規模 
会　　　計  当初予算額 

特

別

会

計

 

国民健康保険 
国 保 診 療 所  
公 共 下 水 道  
農業集落排水 
駐 車 場  
老 人 保 健  
後期高齢者医療 
介 護 保 険  
養護老人ホーム 
介護保険サービス事業 

107億9,900万円 
1億3,900万円 
36億3,700万円 
1億4,220万円 
2億8,100万円 
11億2,600万円 
11億7,100万円 
58億2,800万円 
1億6,800万円 
1億1,400万円 

▲5.4 
▲5.1 
30.8 

▲42.4 
▲4.7 
▲90.3 
皆増 
▲2.9 
▲4.0 
皆増 

水 道 事 業 会 計  41億9,970万円 ▲8.8

競 艇 事 業 会 計  427億4,230万円 皆増 

増減率（％） 

■一般会計予算・歳出・性質別構成比 （単位：％） 

■一般会計予算・歳出・目的別構成比 
区　　　　分 当初予算額 構成比（％） 増減率（％） 

▲1.1 

7.5 

▲2.1 

▲2.3 

▲3.1 

1.0 

0.5 

▲9.2 

13.9 

13.5 

▲8.0 

皆減 

0.0 

0.8

議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

労 働 費  

農 林 水 産 業 費  

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

公 債 費  

諸 支 出 金  

予 備 費  

歳 出 合 計  

3億7,779万円 

50億7,716万円 

122億3,937万円 

35億2,578万円 

1億7,238万円 

7億7,136万円 

4億4,074万円 

29億6,775万円 

17億6,330万円 

56億7,048万円 

34億4,389万円 

0 

5,000万円 

365億円 

1.0 

13.9 

33.5 

9.7 

0.5 

2.1 

1.2 

8.1 

4.8 

15.6 

9.4 

0.0 

0.2 

100.0

365億円 
（前年度比0.8％増） 
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持続可能な 
財政構造への転換 
 

市
民
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り 

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り 

行
　
財
　
政
　
改
　
革
　
の
　
推
　
進 

平成20年度 
一般会計当初予算 

が
ん 

ば 

歳
入 

歳
出 

　
平
成
二
十
年
度
の
一
般
会
計
の
予

算
規
模
は
三
百
六
十
五
億
円
で
、
持

続
可
能
な
財
政
構
造
へ
の
転
換
に
向

け
た
、集
中
財
政
再
建
期
間（
平
成
十

八
年
度
〜
二
十
年
度
）
の
最
終
年
度

と
し
て
、
徹
底
し
た
歳
出
の
見
直
し

を
図
り
な
が
ら
、
一
方
で
は
安
全
安

心
に
係
る
施
設
整
備
を
積
極
的
に
進

め
た
結
果
、
平
成
十
九
年
度
と
比
較

し
、
金
額
で
三
億
円
、率
に
し
て
〇
・

八
％
の
微
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
歳
入
の
う
ち
、
主
要
な

一
般
財
源
は
、市
税
、地
方

交
付
税
、
地
方
譲
与
税
お
よ
び
各
種

交
付
金
、臨
時
財
政
対
策
債
で
、総
額

は
二
百
三
十
五
億
六
千
七
百
万
円
と

な
り
、前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
、

一
億
七
千
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
う
ち
、
地
方
交
付
税
は
、
国

の
総
額
抑
制
措
置
に
よ
り
大
幅
な
減

少
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
地
方
税
の

偏
在
是
正
や
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
地
方
再
生
対
策
措
置
と

し
て
見
込
ま
れ
る
増
額
分
な
ど
に
よ

り
微
減
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
の
財
源
不
足

を
補
う
臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て

は
、金
額
で
一
億
三
百
万
円
、率
に
し

て
一
〇
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
基
金
か
ら
の
繰
入
金
は
、
安
全
安

心
に
係
る
施
設
整
備
や
各
種
事
業
を

推
進
す
る
た
め
の
財
源
と
し
て
、
特

定
財
源
や
合
併
特
例
債
の
活
用
を
積

極
的
に
行
い
財
源
確
保
に
努
め
た
結

果
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
、

六
億
六
千
万
円
の

減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
諸
収
入
は
、
経

営
改
善
に
取
り
組

ん
だ
競
艇
事
業
か

ら
の
収
入
を
五
千

万
円
計
上
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
前

年
度
当
初
予
算
と

比
較
し
、
三
千
万

円
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
市
債
に
つ
い
て

は
、
合
併
特
例
債

を
有
効
活
用
し
た
反
面
、
通
常
債
の

発
行
を
極
力
抑
え
た
結
果
、
一
億
四

百
万
円
の
微
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
歳
出
の
う
ち
義
務
的
経

費
は
、
人
件
費
、扶
助
費
、 

公
債
費
で
合
わ
せ
て
百
八
十
二
億
七

千
九
百
万
円
と
な
り
、
歳
出
全
体
の

五
〇
・
一
％
を
占
め
て
お
り
、
前
年

度
と
比
較
し
、
金
額
で
五
億
五
千
五

百
万
円
、
率
に
し
て
三
・
〇
％
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
う
ち
、
人
件
費
は
、
定
員
適

正
化
計
画
に
基
づ
き
、
退
職
者
原
則

不
補
充
や
早
期
退
職
に
よ
る
減
員
効

果
な
ど
に
よ
り
、前
年
度
と
比
較
し
、

金
額
で
九
千
七
百
万
円
、
率
に
し
て

一
・
一
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。 

　
扶
助
費
は
、
社
会
保
障
に
係
る
経

費
と
し
て
、
高
齢
者
な
ど
対
象
者
の

自
然
増
に
よ
り
毎
年
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
前
年
度
の
実
績
な
ど
を

精
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
と

比
較
し
、
金
額
で
一
億
五
千
八
百
万

円
、
率
に
し
て
二
・
六
％
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。 

　
公
債
費
は
、
平
成
初
期
に
実
施
し

た
事
業
に
係
る
借
入
金
償
還
の
ピ
ー

ク
が
過
ぎ
た
こ
と
か
ら
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、今
後
は
、平
成
十
七
年

度
か
ら
事
業
を
進
め
て
い
る
合
併
特

例
債
活
用
事
業
分
の
償
還
が
始
ま
る

た
め
増
加
に
転
じ
ま
す
。 

　
物
件
費
は
、
ご
み
収
集
運
搬
業
務

の
外
部
委
託
費
な
ど
を
新
た
に
計
上

し
ま
す
が
、
事
業
の
見
直
し
に
よ
り

経
常
的
な
経
費
の
削
減
に
努
め
た
結

果
、前
年
度
と
比
較
し
、金
額
で
千
百

万
円
、
率
に
し
て
〇
・
二
％
の
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
補
助
費
は
、
従
来
の
老
人
保
健
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
療
養
給
付
費
負
担
金
へ

と
移
行
し
た
た
め
、
大
幅
な
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
特
殊
要
因
を
除

く
と
前
年
度
と
比
較
し
、
金
額
で
三

千
三
百
万
円
、
率
に
し
て
一
・
〇
％

の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、
平
成

二
十
年
度
か
ら
の
医
療
制
度
改
革
に

伴
う「
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
」

や
「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計
」
へ
の
繰
出
金
を
新
規
計
上
し

て
い
ま
す
。 

　
投
資
的
経
費
は
、
総
額
で
五
十
一

億
四
千
三
百
万
円
と
な
り
、
前
年
度

と
比
較
し
、
金
額
で
六
億
五
千
五
百

万
円
、
率
に
し
て
十
四
・
六
％
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平

成
十
九
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
総

合
計
画
に
基
づ
き
、
安
全
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
基
盤
施
設
の
整
備
と
し
て

進
め
て
い
る
学
校
教
育
施
設
の
耐
震

補
強
事
業
や
消
防
防
災
施
設
整
備
事

業
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　
ま
た
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
新

た
な
事
業
と
し
て
中
津
土
器
線
四

車
線
化
事
業
、
東
汐
入
川
緑
道
公

園
整
備
事
業
、
城
乾
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
を
一
体
的

に
実
施
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
」に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。 

　
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収

支
比
率
は
、
当
初
予
算
段
階
で
九

七
・
五
％
と
な
り
、前
年
度
当
初
予

算
と
比
較
し
、
二
・
八
ポ
イ
ン
ト

の
減
少
と
な
り
改
善
し
て
い
ま
す
。 

　
特
別
会
計
に
つ 

い
て
は
、「
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
」
と

「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事

業
特
別
会
計
」を
設
置
し
、

競
艇
事
業
会
計
を
除
く
十

の
特
別
会
計
の
総
額
は
、

二
百
三
十
四
億
五
百
万
円

で
、前
年
度
と
比
較
し
、金

額
で
九
十
二
億
四
百
万
円
、

率
に
し
て
二
八
・
二
％
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
競
艇
事
業
会
計

は
地
方
公
営
企
業
法
の
財

務
規
定
を
適
用
し
て
新
た

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
売
り
上
げ
強
化
を

目
指
し
て
、
中
四
国
で
は
初
め
て
と

な
る
「
ナ
イ
タ
ー
レ
ー
ス
」
の
開
催

に
向
け
た
施
設
整
備
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、SG
レ
ー
ス
の「
全
日
本
選

手
権
」
の
開
催
も
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　
水
道
事
業
会
計
で
は
、
新
た
に
井

戸
の
掘
削
や
浄
水
場
整
備
な
ど
、
積

極
的
に
渇
水
対
策
経
費
を
計
上
し
て

い
ま
す
。 

　
以
上
、
平
成
二
十
年
度
は
、
持
続

で
き
る
財
政
構
造
へ
の
転
換
を
確
実

な
も
の
に
す
る
た
め
、
集
中
財
政
再

建
期
間
の
総
仕
上
げ
の
年
と
し
て
、

事
業
の
選
択
と
集
中
に
努
め
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

し
お 

い
り 

特
別
会 

計
な
ど 

人件費 

24.3

扶助費 

16.4

義務的 
　　経費 

50.1

公債費 
9.4

普通建設 
事業費 

14.1

物件費 
13.1

繰出金 
8.8

補助費等 
11.4

　その他の 
経費 

35.8

投資及び 
出資金・ 
貸付金 1.9

その他 0.6

14.1

投資的 
経費 

365 
億円 


